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令和元年５月



本市の動向（市税予算額の推移）

2

平成27年度以降、
市税収入予算額は増加傾向

令和元年度の市税予算額は
過去最大



本市の動向（人の動きや投資の状況など）
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外国人観光客数
過去最高

H30年次 ６９．１万人

北九州空港利用者数
過去最高

H30年度 １７８．３万人

人口動態の推移
７２％改善（※H27比）

平成27年▲2,463 平成30年▲700

小倉都心部の地価
上昇に転じる

商業地 １．１％ 住宅地 ０．１％
（住宅地は20年ぶりに上昇）

誘致企業の投資額
増加傾向

H30年度 493.5億円
H29年度 390.1億円
H28年度 280.4億円

大学生の地元就職
増加

平成２９年３月 ７９５人 平成３０年３月８７３人



令和元年度予算編成の基本的な考え方
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令和元年度は、次代を見据えたまちづくりの第一歩となる節目の年。
本市の魅力である「暮らしやすさ」、「住みよさ」に更に磨きをかけ、
まちの成長に向けた歩みを力強く進めていく。

～人や投資の流れを呼び込み街の魅力を更に高める～
日本一住みよいまち実現予算

安全安心の
まちづくり

住みよい
まちの実現
「元気発進
北九州」
プランの
総仕上げ

人や投資の
流れを加速
させる経済
成長戦略の
実行

まちの魅力や
活力を生み
出す文化・
スポーツの
振興



令和元年度一般会計予算案のポイント
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１ 予算規模 ～過去2番目の規模～
●５，７４４億円（前年度比＋１１４億円、＋２．０％）

２ 歳入・歳出の状況
【歳入】（主なもの）
●市税等の一般財源総額
２，９６２億円（前年度比＋９億円、＋０．３％）
うち、市税は１，７５４億円で過去最大

【歳出】（主な増要因）
●幼児教育・保育の無償化 (21億円）や
国の防災・減災、国土強靭化のための緊急対策の推進（85億円）
による増など



Ⅰ 人や投資の流れを加速させる
経済成長戦略の実行
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風力発電関連産業の総合拠点化

ひびきコンテナターミ
ナル

響灘洋上風力発電公募対象水域
（ 風車配置予定エリ

ア）
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基地港湾の整備拡充

響灘東地区
SEP基地化調査

新規

ヤードの実施設計、
工事を開始

洋上ウインドファームの建設時に使用する
特殊作業船の基地化に向けた調査

風力発電関連産業の集積や
市場開拓、港湾整備を促進

SEP型多目的起重機船（五洋建設）
（※SEP=Self-Elevating-Platform）



ロボット開発・普及のモデル都市へ
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ロボットテクノロジーを活用した
地方大学・地域産業の創生

拡充

介護ロボット等を活用した先進的介護の実証継続

介護ロボット等の導入を踏まえた
介護現場の働き方改革を推進する
「北九州モデル」を構築



北九州空港の利用促進

航空ネットワークの拡充

福岡県との連携により、新規国際・国内
定期便を誘致するための運航経費を助成
貢献度の高い路線は、期間を拡充

24時間利用可能な海上空港
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新規路線就航促進拡充

航空貨物拠点化拡充

貨物便誘致のための着陸料助成に加え
通関体制構築に係る助成を拡充

北九州空港将来ビジョン実現に向けて
より一層の賑わいを創出するため
就航路線の安定化と新たな路線誘致を強化



北九州港の活用

国内外の船会社や荷主企業等に対する補助制度を充実
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北九州港集貨航路誘致事業拡充

記念事業を通じて、港が果たす役割の理解促進
地域の活性化につながるにぎわい創出事業を実施

北九州港開港130周年記念事業新規

太刀浦コンテナターミナル
ひびきコンテナターミナル



循環型社会・低炭素化社会づくりの推進
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老朽化した日明工場、日明かんびん資源化
センターの再整備を実施

北九州市プラスチックスマート
推進事業

新規

家庭用指定ごみ袋等への
バイオマスプラスチックの導入、
プラスチックごみ排出削減に向けた啓発等

日明地区廃棄物処理施設整備事業新規

北九州水素タウン実証
・PR拠点化推進事業

拡充

「水素タウン」での実証事業を本格化
東京都と連携、先進的な取組をPR



定住・移住の促進
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住むなら北九州 定住・移住
推進の取組

拡充

東京圏からの移住者に対し、就業した場合は
最大100万円の移住支援金を支給

若者が語る北九州市の
未来創造プロジェクト

新規

本市の未来予想図を
若い感性で作成・発信

わくわく地方生活実現支援事業新規

市外から移住する世帯等に住宅取得・賃借費用を補助
住宅取得世帯向けの募集枠を拡大

便利で暮らしやすい地方都市
（人口10万人以上の大きなまち部門）
2019年版「住みたい田舎ベストランキング」
シニア部門 全国 第１位！（2年連続）

総合部門 ４位
子育て世代部門 ５位
若者世代部門 ６位



若者や外国人等、多様な人材の活用

官営八幡製鐵所旧鍛冶工場（非公開）
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九州・山口一円の学生就職
応援プロジェクト

拡充

海外大学生の市内中小企業
への就職促進

新規

大学・高専・工業高校等を訪問し、市内企業や
まちの魅力発信

市内中小企業と日本での就職を希望する高度外国人
人材の交流事業を実施

若者の市内就職・定住に
向けた環境調査事業

新規

オフィスや社員の住環境整備に関する
新たな仕組みの検討



観光やMICEによるにぎわい創出
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夜間景観の魅力向上による
にぎわいづくり

新規

新日本三大夜景の認定を契機に、
小倉都心地区の夜間景観の整備や
夜景スポット等を巡る周遊型観光を促進

Welcome KOKURA商店街
インバウンド消費促進事業

新規

堺町公園ライトアップ

キャッシュレス環境の整備、
体験消費のコンテンツづくり

ミクスタコンサート開催支援事業新規

小倉城周辺魅力向上事業拡充



Ⅱ まちの魅力や活力を生み出す
文化・スポーツの振興
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創造都市・北九州の発信によるにぎわいの創出

日中韓の3か国から選ばれた都市が1年を通じて
様々な文化芸術イベントや文化交流を実施

「 」開催！

3月28日

16

新規



北九州市東田ミュージアムパーク関連予算北九州市東田ミュージアムパーク関連予算
いのちのたび博物館を中核に
周辺施設群が連携
ミュージアム・ツアーや
連携企画展を開催し、
地域活性化、観光客の回遊性を向上
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新規

創造都市・北九州の発信によるにぎわいの創出

文化庁の補助事業に採択。
漫画やアニメ等のコンテンツを活用し、
国際的なメディア芸術創造拠点を形成
「アジアMANGAサミット」開催

拡充 メディア芸術拠点・北九州

2019年北九州市開催が決定

アジアMANGAサミット



スポーツを活かしたにぎわい創出
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ラグビーW杯ウェールズ
キャンプ受入れ

新規

東京オリンピック・パラリンピック
事前キャンプ受入れ

新規

なでしこジャパン
国際親善試合開催

新規



Ⅲ 安全・安心のまちづくり
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防災対策の推進、老朽化・長寿命化対策
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豪雨災害から市民を守る緊急対策事業新規

ブロック塀の安全対策拡充

若戸大橋・若戸トンネルの
維持管理、長寿命化

新規

災害救助基金の創設新規

平成30年７月豪雨により被災した河川の改修等

対策が必要な公園・市営住宅について実施



誰もが安心して暮らせる環境づくり
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災害に強くコンパクトな
まちづくりを推進

新規

専門家と連携した相談会・セミナー開催
モデル地区での地権者と利用希望者の調整

空き家・空き地等の活用推進新規

適切な土地利用の誘導に向けて、市街化区域と
市街化調整区域との区分見直しを検討

高齢者等の生活交通の確保新規

新たな乗合いタクシーの実証事業を実施
連節バスを導入する路線バス区間で、公共交通
優先信号等を検討



多文化共生のまちづくり
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生活相談や情報提供等をワンストップで行う窓口
を設置。14言語での相談対応を行う。

多文化共生ワンストップ
インフォメーションセンター設置

新規

外国人との共生社会の実現に
向けた環境整備

新規

地域で日本語を教えるボランティアの支援や、
外国人市民が日本の生活習慣を理解するための交流事業

今後増加が見込まれる外国人市民が安心して
暮らせるための環境整備や啓発等を通じて、
多文化共生社会の実現に向けた取組を推進



都市基盤整備の推進
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学校施設の老朽化対策の推進継続

若松市民会館・若松生涯学習センター
大規模改修工事

新規

老朽化した施設の大規模改修工事のための
実施設計を実施

道路・街路、面的整備などを着実に進捗しつつ、
学校をはじめとした
市民利用施設の老朽化対策を推進

大規模改修・外壁改修などにより、
安全で安心な教育環境を整備



Ⅳ 住みよいまちの実現～「元気発進！
北九州」プランの総仕上げ
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ＳＤＧｓ未来都市のトップランナーの挑戦
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SDGｓ未来都市推進事業継続

小学校3年生以上を対象とした地域教材資料集を作成し、SDGｓの理解を促進
子どものシビックプライド育成事業新規

北九州SDGｓクラブ活動
推進事業

新規

SDGｓに資する活動への表彰や交流事業等

第１回「ジャパン
ＳＤＧｓアワード」
特別賞を受賞
（2017年12月）

（写真提供：内閣広報室）

２８０団体以上が応募
１２団体受賞

（自治体は本市と下川町のみ）

ＯＥＣＤより
「ＳＤＧｓ推進に向けた
世界のモデル都市」
に選定（2018年4月）

アジア地域で初めて選定

共同記者会見

国より
「ＳＤＧｓ未来都市」
「自治体ＳＤＧｓ

モデル事業」
に選定（2018年6月）

２９都市選定
（うちモデル事業１０都市）

市長会見

国の「地方創生
ＳＤＧｓ官民連携
プラットフォーム」
の会長に市長が就任
（2018年8月）

設立総会



子育て環境の更なる充実
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幼児教育・保育の無償化新規

■子ども・家庭相談コーナーにおける
児童虐待通告対応強化
■「子どもを虐待から守る条例」の広報・啓発
■児童相談所体制強化

児童虐待防止の強化推進新規

保育士宿舎借り上げ支援新規

保育士の雇用確保、働きやすい環境整備を
進めるため、最長5年間、一人あたり最大
月額5万円を補助



教育環境の更なる充実
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スクールソーシャルワーカーの活用拡充

相談対応や法的助言を行う専門家を新たに配置

児童生徒の家庭等の問題に対応するため、
配置を拡充

スクールロイヤーの活用新規

情報活用能力の育成など、タブレット端末を
活用した学習を展開

教育用タブレット端末の整備新規



健康寿命の延伸、福祉・医療の充実等
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健康（幸）寿命プラス２歳の推進新規

頑張らない減塩の推進新規

受動喫煙防止対策の推進新規

園医検診、かかりつけ医検診、特性評価の三層構
造により、発達障害の特性のある就学前の子ども
を早期支援につなげるための研究事業を実施

企業や地域関係者等との連携により、糖尿病な
どの生活習慣病に関する啓発、健康診査の受診
促進などを実施

発達障害児早期支援システムの研究新規



公営競技事業会計繰入金の活用
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●子ども医療費支給事業 ●保育士宿舎借り上げ支援事業
●周産期母子医療の充実 ●救急・小児救急医療の充実

子育て環境の充実

●教育用タブレット端末等の整備
●子どもの読書活動推進関連

教育の充実

●東アジア文化都市2020北九州推進事業
●大規模国際スポーツ大会等誘致関係事業

文化・スポーツの充実



このような政策を着実に推進し、
「元気発進！北九州」プランの
総仕上げに取り組むことで、
本市の魅力をさらに高め、

「日本で一番住みよいまち」の実現を
目指します。
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